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表 1 原料草の成分組成 (水分以外は乾物中%)
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1 1ま  し が  き

ンルガムは夏型の長大作物として,高収量,高栄養およ

び耐多肥性の面から本県のような飼料生産環境 (飼料畑不

足,ふん尿の多量施用,高温多湿の気象条件 )の 中では今

後 トウモロコンと並び大いに期待される飼料作物である。

しかし家畜のし好性 消化率の低さ,4‐A酸塩蓄積およびサ
イレージの発議品質不良等の問題があるので,多肥栽培

早刈条件下における良質サイレージの安定調製技術を検討

した。

2試 験 方 法

原料草は昭和53年 5月 19日 には種し,穂ばらみ期 (7月

20日 )に刈取ったスイートツルゴー1番車であり,カ ンタ

ーで10mに 切断後2ι 容のガラス製ボットサイロに詰込ん

だ。その飼料成分組成は表 1の とおりである。また,施肥

量はN36,P20530,K203 6Aa/aで ある。次に試験処

表2試 験 処 理

3 試験結果および考察

サイロ開封時の状況はカビ等も認められず全サイレージ

とも良好な状態であった。サィレージの発酵品質等を処理

月1に まとめて平均値で表 3に示した。水分ではイナフラ添

カロにより10%程度低下し,糖みつ飼料の添力Πでも添加率が

高まるにつれて1庶次低下しており水分の調整効果がみられ

た。サインージの成品密度はィナワラ添加により低下し,

糖みつ飼料・プロピオン酸の添力ヽ率が Lが るにつれて順次

高まる傾向がみられる。しかしサインージの重量回収率で

は各処理間にあまり差が認められなかった。

1 サィレーンの発酵品質
pHでは一般にイナフラ添加したものがソルガム単味のも

のに比べてレベルが高く,プ ロピオン酸添加では添加水準

理は表 2の ようである。すなわちイナフラ20%添加による

水分調整 2水準,糖みつ飼料 4,8%添加による糖の補給 3

水準およびプロピオン酸 05,10%添加による薬剤の添加
3水準,の処理を与えて合計18基のサインージを調製した。

また,サイレージの発酵品質等の分析は前報と同様の方法

で実施した。

(の

表3 サイレーンの発酵品質等の処理別平均値
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が高まるに従って順次低下する傾向がみ られた。一方糖み
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つ飼料添加では添加水準が高まるにつれて上昇する傾向が

みられるが, この理由は糖みつ飼料中に配合されている炭

酸カルシウム(5%)が影響 しているのではないかと考えら

れる。 VBN比は一般に低いレベルで良好な品質を示 して
いるが,イ ナフラ添加によつて高く,プ ロピオン酸添力1に

より順次低下するが,糖みつ飼料の添加ではあまり傾向が

明らかではなかつた。

次にサインージ中の有機酸組成を調べたところ,乳酸で

は一般にイナフラ添加したものが少なく,糖みつ飼料の添

加水準が高まるに従つて生成量が多くなるが,プ ロピオン

酸の添加では発酵が抑制されたためか極めて少なかつた。

酢酸では乳酸とほゞ同様の傾向がみられた。また,酪酸は

M16を除いてイナフラ, プロピオン酸の添加によつて少な

くなる傾向が認められるが,糖みつ飼料添加ではあまり明

らかではなかつた。以上のことから,イ ナフラ,プ ロピオ

ン酸の添加によつて発酵が抑制されたため有機酸の生成量

が減少し,特にプロピオン酸添加で著しいことが認められ

た。

2 サインージ中の硝酸熊窒素
ソルガム単味のサイレ~ジ では合有率が危険ライン02

%以上のものが大半であるが,イ ナワラを添加すると当初

から原料草中の含有率が低いためサインージ中では明らか

に少なかつた。また,糖みつ飼料の添加によつてソルガム

単味では少なくなる傾向がみられたが,イ ナフラ添加のも

のではあまり明らかではなかつた。また,前回認められた

プロピオン酸添加による消失抑制傾向は今回はあまり明ら

かではなかつた。

次に硝酸態窒素の現存率とサイレージの発書品質との関

係を調べたところ,現存率 とpH VBN比 との間に正,水

分・乳酸 酢酸 酪酸・総酸との間に負の相関がみられた。

しかしながら一般に前回と比較 してあまり関係が明らかで

はなかつた。この理由としては原料草中の可溶性炭水化物

の量が多いためかサイレージ全体が良好の品質となり,差

があまり出なかつたためと思われる。

表4 発酵品質と硝酸態窒素現存率 との関係

相 関 係 数 (r)
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4 ま  と  め

今回および今回の試験成績から次のことが明らかになった。

1 サイレージの発酵品質について

多肥栽培 した早刈材料 (穂ばらみ～出穂 )は遅刈材料に

比べて消化率ならびに家畜のし好性が高いものと考えられ

るが,反面水分と窒素分が多く糖分が少ないものになり易

く,そのためサイレージの発酵品質が劣質化しやすくなる。

それに対してイナフラ等の添加による水分調整,糖みつ

飼料 4%以上の添加による糖の補給およびプロピオン酸 05

%以上の添加によつてサイレーンの良質化が可能であるが,

特にプロピオン酸の添加効果が顕著である。 しかしその間

題点として,イ ナフラ添加では作業の多労化,プ ロピオン

酸の添加では高価格ならびに刺激臭による作業の困難性が

あげられる。

2 硝酸態窒素について
多1巴栽培 した早刈材料は硝酸態窒素を多く含む材料にな

りやすいが,詰込時にィナフラを添加することによつてか

なりの含有率低下が期待でき,イ ナフラの有効利用として

も有望である。また,消失率についてはさらに検討が必要

であるが大体次のことが言えそうである。すなわちサイレ

ーンの発酵が促進された場合には消失率が高くなるが,そ

のうちでも手L酸 の多い良質サインージよりも酪酸含量の高

い劣質サィレージの方が消失率が高くなりやすい。一方プ

ロピオン酸等の添加により発酵が抑制された場合は消失率

が低く,あ まり期待できないものと思われる。以上のこと

からサイレージの良質化と硝酸態窒素の消失との間には相

矛盾する点が存在しており,今後の検.・lす べき問題である。
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′ヽ図 1 サイレージ中の硝酸態窒素 (乾物中


